
 

 

 

 

 令和 4 年１月３１日(月)全日警ホールにおいて、令和３年度お互いさま事業コーディネ

ーター研修会及びモデル地区連絡会を開催しました。 

「お互いさま事業」とは、ゴミ出しや買い物代行など、日常のちょっとした困りごとを

身近な地域で支えあう活動です。 
 

【お互いさま事業コーディネーター研修会】 

 NPO 法人日本ボランティアコーディネーター協会の唐木理恵子氏より「コーディネー

トにおける基本的な心構え」についての講義が行われました。ボランティア活動の特性・

課題、コーディネーターの役割についてなど、ご自身の経験を踏まえて分かりやすくお話

しをしていただきました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お互いさま事業モデル地区連絡会】 

はじめにいちかわ社協より、新型コロナウィルスによりお互いさま事業のモデル事業の

検証が出来ないことから 2023 年度末まで再延長する説明を行いました。 

つぎに、現在モデル地区としてお互いさま事業に取り組んでいる地区社協(真間地区、菅

野・須和田地区、南行徳地区)のコーディネーターの方より「コロナ禍で思うような活動が

できない中、ゴミ出しや買い物代行などの相談があり、感染予防をしながら対応している」

など活動状況の報告をしていただきました。 
 

講師の唐木恵理子氏 講義の様子 

南行徳地区 
高橋ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

南行徳地区 
程塚ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

真間地区 
石崎ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

菅野・須和田地区 
松藤ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 


